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第6自衛生工学シンポジウム
1997.11北海道大学学術交流会館

7-3 第2回ColdClimateHVAC97に参加して
一アイスランドの地熱利用地域媛擦についてー

0岩本欣也横山真太郎(北海道大学)

1 .はじめに

アイスランドはグリーンランドの東方約 500Km、北緯 G3"'GG度にあり、面積 103，000

l¥.nf (北海道の1.24倍)、人口 264、000人(その半分がレイキャピック周辺に集まってい

る)の共和国である。 1997年4月30自より 5月3詰まで、この閣の首都レイキャピッ

クで開催された第2巨IColdClimateHVAC97に参加し、火山島らしいこの国の魅力に接する

ことができた(写真1) 0 8 7 4年にバイキングが移り住んでから約 1100年間の歴史

を持っこの閣は、生活・文化レベルが高く、中世歴史物語 fサガj など多数の詩人や作家を

生み出しているυ 1 9 8 6~三レーガン、ゴソレパチョフによる東西サミットが、レイキャピッ

クのハーフディハウスで行われたことから一躍世界の脚光を浴び、訪れる観光客も増えてき

たようで、あるc

この間の気候は、首都の月平均気温が 1月で…O.4OC、7月で1l.2
0

Cであり、ここの 1年

の気null.t秋田の 1月から 4月半ばの気温に等しく、夏でも暖房を要する。ただ南茜側の海岸

には北大間洋11愛流が流れ込むために、北極圏に近いわりには冬が暖かいといえる。またアイ

スランド低気圧の脊在により降水自数が年に215日(降水量 805mm)と雪や小雨の降る

/Jが多いじこのため国土の 11.5%を氷河が占め、その最大は8、400Knfのパトナ氷河であるc

この毘!は火山活動が活発で地熱利用が盛んであり、市町村が建設、運営する地域暖房が発

達している。国!大!の熱水i輸送管と地域配管の総延長は2、G70Kmにおよび、国民の87%が

地熱による地域暖房を利用している。また、地熱利用の温水プーノレが各地にあり、水泳が

t(())スポーツとして普及している。

2. 第2凹 ColdClimeteHVAC97会議日程

会議は 19 9 71:/三 4月30日18時から歓迎レセプションが政府庁舎で行われ、翌5月 l

1:1と5J~ 2日に、ロフトライダーホテルにおいて論文発表講演会が行われた。さらに 5月3

1'.1胞設規察および観光ツアーが行われた。参加者は66名(12ヶ国)で、北欧諸国とアイ

スランドが中心で、日本から 2名、韓臨から 1名の参加であった。会議日程を表 1に、参

加者の参加国一覧を表-2に示した。

4月30 /:1の歓迎レセプションには、ゼアノレナソン環境農政大臣やトロッドソン会議実作

委員長を始め、アイスランドの政府関係者が列席ーし挨拶した他、デンマーク工科大学のファ

ンガー教授が挨拶した。翌5月 1目、 5月2日には、各セッションに分かれて、総数45編

の論文発表と 3編のポスタ一発表が行われた。北大環境工学科の横山先生は「北梅道の病院

の膿境設備に関する統括的研究jについて 5月 113 (木)に(写真-2)、同じく北大環境

工学科の岩本は「ロードヒーティングパネノレ下の視度変化のシミュレーションj について 5

月2自(金)に発表した。発表の後には見学会が行われ、 5月1日はスヴアノレトセンギ地熱
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1997 fj三4月初日(水)

策君主大臣招待歓迎レセプション (政府庁舎)

1997年 5月 1Iヨ{木)

参加l者登録

1m会式

第 1セッション 寒冷地建築設計

発表 5{，牛

昼食休憩

第 2セッシ設ン 18 ・:30~ 賀~ 8セッション

室内探君主と環境問題 17:00 ローエネノレギー建築

発表 9{'i' とi也統熱供給発表 7

{lド

技術綴設訪問:スグアノレトセンギ地熱発電所とブノレーラ

グーン見学

1997年 5.FJ2 f.l (金)

提~4 セッション 封!lJi真1彼房システム

発袋 5{，牛

主主食1*1盟、

第 5セッション 1 :3::30~ 第 6セッション

HVACシステム 17:00 E量外問題および激安

発表 7{tl= 発表 5{，牛

筏有号線設訪問:シティ 1J，--ノレ空調設備見学

レイキャピック市長招待レセプション(シティホ}ノレ)

会議参加者晩餐会 (パーランj展望台)

1997年 5月:3f.l (:/ニ)

施設訪問とml.光ツアー:ニヤノレスグィーク地然発泡所、

シングベリーノレ溶桜台地、ゲイシールIlIJ欠泉、グノレフォ

ス0)1，竜、

レイキャピック稲造I水道1庖設

石炭(Coal)

2% 

表-2 会議参加者参加随一貫

参加国 参加者人数

デンマーク 8名

フィンランド 4名

ドイツ l名

アイスランド 30名

H 本 2名

昨年 国 1名

ラトビア l名

ノルウェイ 4名

ロシア l~ 

スウニι…デン 9名

ウクライナ 1名

米国 4名

ぷ3コ、: 66~ 

(12ヶ図)

表-3 アイスランドにおける地熱事IJf路地域暖房

システム名 毒事f註 (MW) 送湯量 供給人口{人)

(百万m3/年)

レイキfピァタ 7 1 3 59. 7 148，740 

熱供給公社

アタラネス 5 9 2. 4 7，160 

熱供給公社

アクレイラ 54 4. 4 15， 133 

熱供給公社

ス，-')，'付ス 125 9. 2 15，200 

熱供紛公社

Iil!.の熱供給 311 25. 0 43，569 

公社

合 計 1、262 100. 7 229、802

農業(Agriculture)
4弘 その他(Other)

公共施設(Service) 4弘

図-1 アイスランドの国内総エネルギー
供給比率(1次レベル)

1995年統計圏内総供給量97.9PJ

交通輸
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閣-2アイスランドの国内エネルギー消費比率

1 995年統計



発電所を見学し、ブりレーラグーンにて水泳を楽しみ、 5月2日はシティホーノレ(市議会場、

市庁舎)見学後、市長レセプションがあり、さらに丘の上の貯揚タンク上に立つ農望レスト

ランパーラン(真珠)にて晩餐会が催され、参加者同志が名前を覚えあったり、アイスラン

ドのブオークソングを合唱するほどにまで、親睦を深めることができた。

3. アイスランドの地熱利用の概要

アイスランドの年間の国内のエネノレギー供給状況(1次レベル)を鴎-1に示した。地熱

が全体の 49%にもおよび水力発電も 17%になる。自然エネルギーの利用状況としては理

組的な国である。ただ、地熱を中心とした自然エネノレギーの利用に際して、国じゅうに配管

された送揚管の断熱の問題(建築壁の断熱の鼎題もあるが)と、地下数百mから掘り出され

る地熱水の水質ーの問題がある。地下数百mから拙り出される地熱水には、硫化物やケイ酸、

取分が多く、 i直接家庭に送ることが不可能な熱水が多く、熱交換をl必要とする。

一方エネノレギー消費の内訳を図-2に示した。漁業利用と地域暖房による家庭への熱供給

が発達していることが特徴である。アイスランドの都市部の各家庭にはパネルヒーター用の

瓶水が供給されている。また、市町村で運営している地域暖房が31ヶ所あり、その中で首

都レイキャピックとその近隣町村に熱水を供給しているレイキャピック地域暖房公社(19

:3 9年開設)が最大である。表 3に現在のアイスランドにおける地熱利用地域暖房を恭し

た。総供給熱量は1. 262GW、供給人口は 22万9802人(総人口の 87%)に及ん

でいる。

4. レイキャピックの地域暖房について

アイスランドの首都レイキャピックでは、 1933年に井戸掘削が行われて以来、現在モ

スブェルスパー、ニヤノレスヴィークを含めて 50以上の井戸が稼動し、その温水が利用され

ている。 井戸は 150'"'-'200mm径で 500'"'-'1000m深さ(最大で3000m以上)

であり、低温地帯の慌水をくみ上げている。市内では、 2ヶ所の貯湯タンク施設に井戸から

の瓶水が集められる。ひとつはオスユーリッドに位置し、 6つのタンク (2400万リット

ノレ)を有する。上はレストランっきの市内展望台として利用され、パーラン(真珠)と呼ば

れて親しまれている。もうひとつはゴルフ場のあるグラファホルトに位置し、 6つのタンク

(540 0万リットノレ)を有する。このタンクから約 15万人の住民へ年間約 60 00万lTI3 

の温水が供給されている。その他温水は、レイキャピックから 35km離れた高温地熱地帯

ニヤノレスヴィークからも供給されている。ここは、 1 926年に井戸掘削が行われ、最大8

()MWの発篭(スチーム40MW、背圧40MW) と70MWの地域熱供給(レイキャピッ

クへの熱水搬送)が行われている。

5. スヴ、アjレトセンギ地熱発電所とブルーラグーンについて

レイキャピックの南西、ケブラヴィック空港の需に位置するレイキャンズベニンサラ地区

に、スグアノレトセンギ地熱発電所が 1969年建設着手された。この事業化に協力するアイ

スランド政府に続いて 7つの地方自治体は会社の設立に協力し、 1974年 12月31日に

0
0
 

9
M
 



写真一1 ゲイシール間欠泉。火山島アイスランドは島中いたるところで

火山活動がみられる。 5年に l度は噴火があるらしい。

写真一 2 会議で発表する横山助教授。アイスランドレイキャピックの口フ

トライダーホテルの会議室にて。

-282-



写真一3 スヴアルトセンギ発電所ブルーラグーンにて水泳に興じる人々。

水泳はアイスランドの国民のスポーツとして普及している。

写真一4 グルフォスの滝。アイスランドは島中いたるところ原
始の

ままの未開の自然があり、その広大さに圧倒される。
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スーズネノレ地域熱供給公社 (SRHC)が設立された。熱水供給人口は 1994年現夜で 1

5， 6 5 6人で、熱供給プラントにより発生したエネルギーは熱水の形で総計125MW(熱

水は 125
0

Cでプラントから送られ、最終使用者で捨てられる時点で40
0

Cとする。)

発篭量は 16. 4MWである。一方熱水に採熱された冷却水は80
0

C程度で、塩分が濃縮さ

れて海水と同じ程度までなり (他にケイ酸が多い)、ブノレーラグーンと呼ばれる混水プーノレ

に供給され、一般遊興施設として利用され親しまれている。(写真-3) 

6. アイスランドの融雪設備〈ロードヒーティング)について

アイスランドで、は温水方式の融雪設備が普及しており、全患で20万rrf、首都レイキャピ

ックで 15万rzfの歩道、道路、広場、駐車場等に敷設されている。地域暖房器己管の発達して

いるレイキャピックでは、家庭等で使用されたり戻り温水を用いた樹脂パイプ埋設方式の融

雪が行われている。 1990年から実施されている道路改修計画とともに温水パイプの設霞

が行われてきており、 1997年現在で3万rrffこ及ぶ。またこの道路改修計闘が全て完了し

た後には6万nftこまで遣する見込みである。このシステムは、地域暖房の戻り瓶水 (30"'-'

400C) を利用し、降雪センサー、温度センサー、湿度センサーからの信号を入力するコン

ぜューターコントローノレシステムによる制御が行われている。融雷負帯は 180W/rrfで、

これに用いられる温水は3m3/ni年で、ある。これは約300伺/ni年に相当する。札111見での

公共道路の融雪コストが 1500"'-'3000円/rrf年であることを考えると、地熱の豊富な

アイスランドならではの安さといえる。

7. おわりに

今回初めて訪れたアイスランドは、想像以上に生活レベル、文化レベルの高い聞であり、

しかもその広大な自然は文明の介入する余地のない涼始のままのものであり(写真-4)、

大いに魅了され、いまだ記'龍に残るものがある。地熱が豊富であることを有効に生活に利用

している点では、わが毘としても学ぶべきものが多々あり、同じ北方圏にこのような住み心

地の良い文化の発達した閣があることを誇りに感じる次第である。
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今自のアイスランド旅行と第2回ColdClimateHVAC97参加につきましては、アイスラン
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